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「議長 １９番」 それでは、議長より、お許しを得ましたので、公明党議員

団を代表して、大綱質疑を行います。本日、最後の質問者ですが宜しくお願い

致します。 

 
 

●では、はじめに、認定第１号より、何点か質問をいたします。 

 

○決算書 P１６１ 7 款 商工費 2 項 商工費 2 目 商工振興費 事業

番号 ０１０ 地域ブランド推進費 （繰越明許費）の 19節 地域産品販路

開拓・ブランド発信事業負担金 800万円についてであります。地域ブランド

の侵透と三条産品の販路開拓、交流人口の増加、移住促進等を目的として、首

都圏や関西圏へ向けて農産物、工業製品及び地域の食文化等の情報発信を行っ

た。としています。 

 そこで、出展やイベント開催に参加された中で、新たな取り組みがあったの

か、その反響はどうだったのか、お伺いします 

 
 
 
 
 



 

○次に、同じく決算書 P１６１ 事業番号 ０２０ 商工業活性化事業費 

（繰越明許費）の 13 節 海外販路開拓調査業務委託料 ５４０万円につい

てであります。三条産品の海外販路市場展開を目的として、ベトナムやロシア

を対象に調査及び販路開拓戦略を構築した。としています。販路開拓の成果は

どうであったのか、お伺いします。 

 
 
 
 

○最後に、決算書 P１６３ 事業番号０３０ 伝統的地場産業振興事業費（繰

越明許費）の 19節 キッザニア事業負担金 300万円についてであります。

次世代のものづくり産業の担い手である子ども達に、ものづくりの DNAを引

き継ぐため、職業としての、ものづくりの魅力を伝えることを目的とした小中

学生を対象とした職業体験イベントを開催した。ということであります。 

 そこで、参加人数や参加者の声はどうであったのか、ものづくりの魅力を伝

えることについて、どう評価しているのか、お伺いしまして、大綱質疑としま

す。 

 
 


